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24.10.02  中学・高校で非認知能力の育成が大事といわれている理由 

 

現代の中学・高校教育の現場において、「非認知能力」の育成は極めて重要な教育課題として位置づけら

れています。非認知能力とは、知能指数（IQ）などのテストで数値化できる「認知能力」とは対照的に、個

人の意欲、自信、協調性、自己制御力、粘り強さ、感情の調整といった、性格的特性や行動様式に深く関

わる目に見えにくい能力を指します。本稿では、提供された資料に基づき、なぜこの能力が重要視されて

いるのか、その背景と科学的根拠を詳しく解説します。 

第一の理由は、急速な社会構造の変化と、それに伴い求められる資質の変容です。グローバル化や情報

化が加速し、将来の予測が困難な現代において、従来の知識詰め込み型教育だけでは対応しきれない課

題が増えています。特に人工知能（AI）の台頭により、単純作業や定型的な知識処理は機械に代替され

る可能性が高まっています。こうした中で、人間にしかできない創造性、他者との円滑なコミュニケーショ

ン能力、批判的思考力、そして変化に柔軟に対応する力とい

った非認知能力の価値がかつてないほど高まっています。

OECD（経済協力開発機構）による「PISA調査」において

も、読解力や数学的知識だけでなく、協働的な問題解決能力

といった非認知能力が、個人の人生の幸福度や社会貢献度

と密接に関わっていることが示されています。 

第二に、「学力（認知能力）だけが人生の成功を決定付けるわけではない」という科学的知見の蓄積が挙

げられます。従来の教育観では IQや学歴が重視されてきましたが、近年の研究により、非認知能力こそ

が長期的な成功と幸福を左右する鍵であることが明らかになっています。例えば、ペンシルベニア大学

（出典ではデューク大学と記載）のアンジェラ・ダックワース教授の研究は、才能や知能以上に、情熱を持

って困難に立ち向かう「グリット（やり抜く力）」という非認知能力が、目標達成において決定的な役割を果

たすことを証明しました。また、スタンフォード大学のキャロル・ドウェック教授は、自分の能力は努力によ

って伸ばせると信じる「成長マインドセット」を持つ重要性を説いています。このような、困難に直面しても

諦めずに努力を継続できる姿勢は、非認知能力の典型的な例と言えます。 

第三に、非認知能力が直接的に学業成績や学習の質に好影響を与えるという事実です。ダックワースら

による研究（2005年）では、中高生において「自己制御能力（セルフコントロール）」が IQ よりも正確に

学業成績を予測できる指標であることが示されています。目標に向かって目先の誘惑を断ち切り、自らを

律して学習に取り組む能力が高い生徒は、結果として高い学習成果を上げることができます。つまり、非
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認知能力を鍛えることは、単に人格を磨くだけでなく、教育の本来の目的

である学力向上を支える土台を築くことにも直結するのです。 

第四に、社会的・情緒的スキルの向上が、良好な人間関係と社会適応を

促す点です。Durlak ら（2011 年）のメタ分析によると、社会的・情緒的

学習（SEL）プログラムに参加した生徒は、対人関係が円滑になり、暴力

や不登校といった行動問題が減少するだけでなく、メンタルヘルスの安

定やストレス耐性の向上も見られました。非認知能力が高い生徒は、自

己認識を深め、他者の感情を理解し、協力的な態度で集団生活を送ることができます。これは、思春期と

いう多感な時期にある中学・高校生が、自分自身を理解し、社会の中での自己実現を目指す上で極めて

重要な要素です。 

第五に、将来のキャリア形成における「ソフトスキル」の重要性です。現代の職業生活においては、専門知

識（ハードスキル）以上に、チームワークや問題解決能力、主体性といった「ソフトスキル（非認知能力）」が

重要視されています。ノーベル経済学賞受賞者のジェームズ・ヘックマン教授らの研究（2012年）によれ

ば、非認知能力は職業的な成功において不可欠な要因であり、特に長期的なキャリア発展と所得の安定

に大きく寄与することが示されています。学生が社会に出た際に、変化する環境の中で自律的にキャリア

を切り拓いていくためには、早期からの非認知能力の育成が不可欠な準備となります。 

最後に、全人的な成長を促す教育の理念との合致があります。学校教育は、単に知識を授ける場ではな

く、生徒が一人の人間として成長し、豊かな人生を送るための基盤を作る場であるべきです。非認知能力

の育成は、高い自己肯定感を育み、良好な人間関係を築く力を養うことで、生徒が「全人」としてバランス

よく成長することを助けます。これは、自分自身の価値を認め、他者と共に社会をより良くしていこうとす

る意欲を育てることにも繋がります。 

結論として、中学・高校における非認知能力の育成は、**「社会の変化への適応」「学力向上のための土

台作り」「健全な精神と人間関係の構築」「将来の職業的成功」**という多角的な観点から、現代教育にお

いて欠かすことのできない最重要課題です。教育現場においてこれらの能力を意識的に育む活動やプロ

グラムを導入することは、生徒が不確実な未来を力強く生き抜き、自己実現を果たすための強固な基盤

を築くことに他なりません。学校は知識の伝達だけでなく、多様な経験を通じて生徒の非認知能力を引き

出し、社会人としての資質を全般的に高める役割を担っているので

す。 

 


